




種類株式の配当の状況

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第１種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年５月期 ─ 0  00 ─ 0  00 0  00 
27年５月期 ─ 0  00 

27年５月期（予想） ─ 0  00 0  00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、一部に消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられるも

のの、緩やかな回復の動きが続いています。公共投資は総じて堅調に推移しています。個人消費は、所得環境が底

堅く推移していることを背景に駆け込み需要の反動の影響も徐々に緩和されてきており、底堅い動きとなっていま

す。設備投資についても、「日銀短観」（12月調査）において、2014年度設備投資計画が全産業で３年連続の増加

となる等、おおむね横ばいでの推移が続いています。 

当社が属する不動産業界においては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響もあり、11月の首都圏

マンション販売戸数が10カ月連続で減少しているものの、先行指標となる新設住宅着工戸数が８月以降で前月比で

は増加基調となる等、下げ止まりの兆しが見え始めています。 

このような状況の中、当社は、不動産販売事業として新規物件の取得や保有物件の売却を進めると共に、不動産

業務受託事業として販売代理業務を推進してまいりました。この結果、売上高は5,402百万円（前年同四半期比

291.0％増）、営業利益338百万円（前年同四半期は営業損失24百万円）、経常利益123百万円（前年同四半期は経

常損失86百万円）、四半期純利益122百万円（前年同四半期は四半期純損失88百万円）となりました。 

当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。 

（不動産販売事業） 

不動産販売事業は、自社販売物件としてレゾン・フォルテ（埼玉県川口市）の販売を実施しました。また、岩本

町２プロジェクトや西早稲田３プロジェクト等、９棟の収益ビルをバリューアップした上で売却しております。さ

らに、赤坂四丁目３プロジェクトでは土地の売却も実施いたしました。この結果、売上高は5,162百万円（前年同

四半期比370.0％増）、セグメント利益は591百万円（同310.9％増）となりました。 

（不動産業務受託事業） 

不動産業務受託事業は、プレシス小岩イーズ（東京都江戸川区）やプレシス小岩イデアル（東京都江戸川区）及

びレジデンシャルスター山王ヒルズ（東京都大田区）において販売代理業務を実施しました。この結果、売上高は

137百万円（同24.4％減）、セグメント利益は39百万円（同43.6％減）となりました。 

（賃貸事業） 

賃貸事業は、３物件から賃料収入を確保しております。売上高は102百万円（同0.9％増）、セグメント利益とし

て61百万円（同26.2％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末から3,095百万円増加し、11,280百万円となりました。

負債については、前事業年度末から2,958百万円増加し、10,240百万円となりました。また、純資産については、

前事業年度末から136百万円増加し、1,039百万円となりました。前事業年度末からの主な変動要因は、以下のとお

りであります。 

資産については、新規物件の取得に伴い、販売用不動産と仕掛販売用不動産が合わせて3,131百万円増加したこ

とによるものであります。負債については、新規物件の取得に伴って借入金が2,659百万円増加したことによるも

のであります。また、純資産の増加の主な要因としては、四半期純利益を122百万円計上したことによるものであ

ります。 

（キャッシュフローの状況）

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、財務活動により2,730百万円

増加したものの、営業活動により2,852百万円減少した他、投資活動においても124百万円減少しました。この結

果、資金は前事業年度末と比べて247百万円減少し、当第２四半期末残高は379百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は2,852百万円（前年同四半期は631百万円の使用）となりました。主な要因として

は、たな卸資産が3,088百万円増加したことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は124百万円（前年同四半期は68百万円の使用）となりました。主な要因として

は、定期預金の預入のために159百万円を使用したことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は2,730百万円（前年同四半期は410百万円の獲得）となりました。主な要因として

は、保有物件の売却等により借入金を3,422百万円返済したものの、新規物件の取得資金等として借入により6,082

百万円を獲得したことによるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年７月14日に公表いたしました平成27年５月期通期決算に関しての修正はございません。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年５月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 631 504 

受取手形及び売掛金 1 1 

販売用不動産 1,421 4,664 

仕掛販売用不動産 2,612 2,499 

未成業務支出金 58 15 

その他 115 263 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 4,841 7,950 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 845 827 

土地 2,433 2,433 

その他（純額） 4 5 

有形固定資産合計 3,283 3,266 

無形固定資産 4 3 

投資その他の資産    

その他 57 60 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 57 60 

固定資産合計 3,344 3,330 

資産合計 8,185 11,280 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 358 600 

短期借入金 2,194 3,932 

1年内返済予定の長期借入金 1,124 4,602 

未払法人税等 5 5 

引当金 － 12 

その他 415 446 

流動負債合計 4,097 9,600 

固定負債    

長期借入金 3,045 488 

引当金 16 18 

その他 122 133 

固定負債合計 3,184 640 

負債合計 7,281 10,240 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年５月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年11月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,097 1,097 

資本剰余金 120 120 

利益剰余金 △333 △211 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 882 1,005 

新株予約権 20 34 

純資産合計 903 1,039 

負債純資産合計 8,185 11,280 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成25年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成26年11月30日) 

売上高 1,381 5,402 

売上原価 1,110 4,572 

売上総利益 270 829 

販売費及び一般管理費 294 490 

営業利益又は営業損失（△） △24 338 

営業外収益    

受取保険金 5 － 

物品売却益 0 0 

その他 0 0 

営業外収益合計 6 1 

営業外費用    

支払利息 57 112 

融資手数料 11 60 

共同事業分配金 － 42 

その他 － 0 

営業外費用合計 69 215 

経常利益又は経常損失（△） △86 123 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △86 123 

法人税、住民税及び事業税 1 1 

法人税等合計 1 1 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △88 122 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成25年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成26年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
△86 123 

減価償却費 19 19 

株式報酬費用 15 14 

受取利息及び受取配当金 △0 △0 

支払利息 57 112 

融資手数料 11 60 

共同事業分配金 － 42 

売上債権の増減額（△は増加） 18 △0 

たな卸資産の増減額（△は増加） △161 △3,088 

前渡金の増減額（△は増加） △320 △94 

前払費用の増減額（△は増加） △76 △5 

仕入債務の増減額（△は減少） △34 242 

未払金の増減額（△は減少） △57 △32 

賞与引当金の増減額（△は減少） 4 10 

前受金の増減額（△は減少） 46 8 

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 3 11 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △0 1 

その他 △4 △69 

小計 △565 △2,643 

利息及び配当金の受取額 0 0 

利息の支払額 △56 △113 

法人税等の支払額 △3 △1 

その他 △6 △94 

営業活動によるキャッシュ・フロー △631 △2,852 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 － 36 

定期預金の預入による支出 △66 △159 

有形固定資産の取得による支出 － △1 

無形固定資産の取得による支出 △0 － 

敷金の差入による支出 △1 － 

敷金の回収による収入 0 0 

その他 － △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △68 △124 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成25年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成26年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 790 3,475 

短期借入金の返済による支出 △234 △1,736 

長期借入れによる収入 118 2,607 

長期借入金の返済による支出 △263 △1,685 

共同事業預り金の増減額（△は減少） － 71 

自己株式の取得による支出 － △0 

自己株式の処分による収入 － 0 

その他 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 410 2,730 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289 △247 

現金及び現金同等物の期首残高 439 626 

現金及び現金同等物の四半期末残高 150 379 

 

- 7 -

㈱プロパスト （3236） 平成27年５月期 第２四半期決算短信



（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成25年６月１日 至 平成25年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

不動産販売事
業 

不動産業務受
託事業 

賃貸事業 

売上高            

外部顧客への売上

高 
1,098 181 101 1,381 － 1,381 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － － － － 

計 1,098 181 101 1,381 － 1,381 

セグメント利益 144 70 49 263 △287 △24 

（注）１．セグメント利益の調整額△287百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

不動産販売事
業 

不動産業務受
託事業 

賃貸事業 

売上高            

外部顧客への売上

高 
5,162 137 102 5,402 － 5,402 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － － － － 

計 5,162 137 102 5,402 － 5,402 

セグメント利益 591 39 61 693 △355 338 

（注）１．セグメント利益の調整額△355百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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